
　多くの外国人が暮らす東京においては、言語や文化の違いなど、外国人への理解を深めていく

ことが大切です。本事業では、作家・温又柔（おん ゆうじゅう）氏の著書を通して、アジア圏の言

語・文学にも触れながら、在住外国人の抱える様々な人権問題や多文化共生社会について考え、

東京2020オリンピック・パラリンピックに向けて多文化交流・国際理解につなげます。

　幼少期に台湾から日本に移住し、自らを「台湾系ニホン語人作家」と名乗る温氏は、これまで

複数の言語、国家、文化の間でゆれ動く「移住者」の生き方を描いてきました。今回は、芥川賞

候補作『真ん中の子どもたち』などの作品について「旅、人、言語」をキーワードに解説し、各

国での滞在経験、多言語・母国語、作家としての歩み、民族の問題などについてお話しします。

　また、会場で温氏の著書や図書資料室の関連図書を紹介します。

　1980年、台湾・台北市生まれ。３歳の時に家族と東京に移住し、台湾語混じりの中国語を話す両親のもとで

育つ。2006年、法政大学大学院・国際文化専攻修士課程修了。2009年、「好去好来歌」で、すばる文学賞佳

作を受賞。2011年、『来福の家』（集英社）を刊行。2015年、『台湾生まれ　日本語育ち』（白水社）を刊

行。同書で第64回日本エッセイスト・クラブ賞受賞。2017年、『真ん中の子どもたち』が第157回芥川賞候

補（平成29年上半期）となる。2018年６月、『空港時光』（河出書房新社）を刊行。

　他に、朗読と演奏によるコラボレーション活動〈言葉と音の往復書簡〉、ドキュメンタリー映画『異境の中の

故郷―リービ英雄52年ぶりの台中再訪』（大川景子監督）に出演。各地で講演も行う。

『真ん中の子どもたち』（初出『すばる』2017年4月号）

　日本、台湾、中国を舞台に自身の生き方を模索する若者たちの姿を描く

　四歳の私は、世界には二つのことばがあると思っていた。ひとつは、おうちの中だけで喋
ることば。もうひとつが、おうちの外でも通じることば。（中略）
　あの頃の私は、だれにとっても父親は日本人で母親は台湾人なのだと思っていた。両親
のどちらかが日本人ではないことのほうが、この国では少々めずらしいのだとは知らなかっ
たのだ。

○ 都営三田線「芝公園駅」 A1出口から徒歩3分

　　車いす・ベビーカー等ご使用の方は、A3出口エレベーターをご利用ください。

○ 都営浅草線・都営大江戸線「大門駅」 A3出口から徒歩7分

　　車いす・ベビーカー等ご使用の方は、A1出口エレベーターをご利用ください。

○ JR・東京モノレール「浜松町駅」 金杉橋口から徒歩8分

　　車いす・ベビーカー等ご使用の方は、改札を出る前に駅員にお声かけください。

電話、ホームページ（メールフォーム）にてお申込みください。

申込開始／平成30年12月27日（木）

申込締切／平成31年2月11日（月）

お申込方法

アクセス 東京都人権プラザ　セミナールーム

港区芝2-5-6　芝256スクエアビル 1階

『台湾生まれ　日本語育ち』（温又柔著、白水社）
Uブックス『来福の家』（温又柔著、白水社）

プログラム 講師：温又柔 氏

前半・講演「旅・人・言葉を語る
　　　　　　　　　～『日本語圏文学』からみる多文化共生～」
後半・朗読「私の特権～『どちらでもある』と
　　　　　　                『どちらでもない』の間で～」

電話：03-6722-0123　ホームページ：http://www.tokyo-hrp.jp/

※12月29日（土）～1月3日（木）は電話受付は行っておりません。

※手話通訳・託児保育が必要な方は、お申込みください。

講師プロフィール

「外国人」の人権について『日本語圏文学』を担う新鋭作家の作品から考える


